
平成２３年第３回高山市議会定例会 

一 般 質 問 

◎一般質問の順序 

◎質問時間等については以下のとおりです。 

①一問一答方式：質問と答弁で６０分。質問回数は制限なし。 

②一括質問方式：議員の質問のみで４０分。質問回数は５回まで。 

※①、②とも反問に要した質問及び答弁の時間は持ち時間に含めない。 

◎一般質問の内容は次のとおり通告されています。 

月 日 議 員 名 質問方式 会 派 名 ページ 

６月１３日（月） １． 岩 垣 和 彦 議員 一問一答 市 民 ネ ッ ト １ 

２． 渡 辺 甚 一 議員 一 括 新 風 会 ２ 

３． 北 村 征 男 議員 一 括 新 風 会 ３ 

４． 倉 田 博 之 議員 一問一答 新 風 会 ４ 

５． 松 山 篤 夫 議員 一 括 新 風 会 ５ 

６． 木 本 新 一 議員 一問一答 新 風 会 ６ 

６月１４日（火） １． 溝端甚一郎 議員 一問一答 新 風 会 ７ 

２． 水 門 義 昭 議員 一問一答 新 風 会 ８ 

３． 村 瀬 祐 治 議員 一問一答 新 風 会 ９ 

４． 橋 本 正 彦 議員 一問一答 新 風 会 １０ 

５． 中 田 清 介 議員 一 括 新 風 会 １１ 

６． 藤 江 久 子 議員 一問一答 新 風 会 １２ 

６月１５日（水） １． 谷 澤 政 司 議員 一問一答 新 風 会 １３ 

２． 今 井 武 男 議員 一問一答 新 風 会 １４ 

３． 島 田 政 吾 議員 一問一答 新 風 会 １５ 

４． 若山加代子 議員 一 括 無 会 派 １６ 

５． 山 腰 恵 一 議員 一 括 高山市議会公明党 １７ 

６． 中 筬 博 之 議員 一問一答 高山市議会公明党 １８
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【岩 垣 和 彦 議員】（一問一答） 

１．森林・林業の再生について 

（ア）森林・林業再生プランと高山市森林整備計画について 

（イ）環境税（森林税）創設に向けた取り組みについて 

２．観光戦略について 

（ア）高速道路上限料金制の廃止及び無料化社会実験凍結による影響と対応について 

３．非常勤職員（嘱託職員）について 

（ア）採用と雇用期間について 

４．市民・市長・議会の関係について 

（ア）二元代表制の捉え方と市長の政治信条について
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【渡 辺 甚 一 議員】（一括） 

１．消防体制の強化について 

（ア）消防無線について 

（イ）消防団の無線について 

（ウ）消防団の備品について 

２．高山市公設地方卸売市場について 

（ア）現状と課題について 

（イ）公設市場の方向性について 

（ウ）取扱い量の減少について 

３．都市計画道路 松之木・千島線について 

（ア）進捗状況について 

（イ）今後の取り組みについて
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【北 村 征 男 議員】（一括） 

１．公共事業のあり方について 

（ア）道路・橋梁等の計画的な維持・管理体制の取り組みについて 

（イ）災害対応を考慮した地元企業の育成について 

（ウ）工事積算は雇用を生みだす積算に 

２．固定資産税について 

（ア）固定資産税の税率について 

（イ）土地等の評価について 

（ウ）評価替えについて 

（エ）他市との税率の比較について 

（オ）高山地域と支所地域の雑種地評価について
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【倉 田 博 之 議員】（一問一答） 

１．「産業振興計画」に基づく、観光及び関連産業の振興について 

（ア） “「環境・景観」を活用し、守り伝える”整備ができているか 

（イ） “地域の特性を活かした「もの」をつくる”環境ができているか 

（ウ） “多様な「交流」をすすめる”用意ができているか 

２．東日本大震災等の影響と対策について 

（ア）事業活動への影響に関する調査結果からの対応策について
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【松 山 篤 夫 議員】（一括） 

１．防災対策について 

（ア）小中学校における防災教育について 

（イ）文化財の防災対策について 

２．外国人観光客受入れ対策について 

（ア）「外客受入地方拠点」について 

３．ジオパーク（地質公園）について 

（ア）ジオパーク化の実現について
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【木 本 新 一 議員】（一問一答） 

１．ぎふ清流国体について 

（ア）準備状況における課題は 

（イ）ボランティアの応募状況は 

（ウ）冬季大会における市民支援活動は 

（エ）国体開催の機運盛り上げとアピールは 

（オ）最初の大会として冬季大会の役割は 

（カ）国体を一過性のものとしない取り組みは 

（キ）この国体を今後の町づくりやスポーツ振興にどう繋げていくか 

２．林業振興について 

（ア）地籍調査の状況と見通しは 

（イ）所有者の明確化の方法は 

（ウ）森林の集約化は推進できるか 

（エ）利用間伐の推進について 

（オ）建設業と林業事業参加の状況は、又、他との連携は 

（カ）森林組合との連携と指導体制は 

（キ）高山市森づくり委員会の活動は 

３．鳥獣害対策について 

（ア）市の鳥獣害対策の組織は 

（イ）県の対策組織はどうか 

（ウ）組織の中で個体数の調整という取り組みはあるのか 

（エ）猟友会の協力は欠かせないが、現状と課題は 

（オ）課題解決に対する市の考えは
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【溝 端 甚 一 郎 議員】（一問一答） 

１．高山市内のダムについて 

（ア）安全性と現状の把握について 

（イ）想定外の事故への対応について 

２．指定管理者制度について 

（ア）久々野ふるさと公園の３年間の評価について 

（イ）指定管理者制度と地域の活性化について 

（ウ）指定管理料について 

（エ）指定管理者制度の今後の方向性について
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【水 門 義 昭 議員】（一問一答） 

１．行政評価システムについて 

（ア）前年度の事業評価の成果について 

（イ）本年度実施する事業評価の現状について 

（ウ）成果指標などの導入について 

（エ）外部評価、市民満足度調査について 

（オ）行政評価のあるべき姿について 

２．『新しい公共』と市民活動支援について 

（ア）市民活動団体の現状について 

（イ）市民活動団体への今後の支援策について 

（ウ）ボランティアの教育と指導について 

（エ）市民総出のボランティア精神の醸成について 

（オ）市民とつくる協働のまちづくりの基本的な考え方について 

（カ）ボランティアポイント制度・ボランティア貯金について
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【村 瀬 祐 治 議員】（一問一答） 

１．東日本大震災後の景気対策について 

（ア）景気状況の把握と具体的な対策について 

（イ）今年度の公共事業の執行状況について 

（ウ）木材を利用した企業誘致について 

２．電力不足について 

（ア）公の施設の節電対策について 

（イ）省エネ対策と補助金について 

３．大型店舗出店及び出店計画における影響について 

（ア）バロー高山南店の出店における道路混雑について 

（イ）飛騨産業跡地のショッピングセンターについて
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【橋 本 正 彦 議員】（一問一答） 

１．３．１１を教訓として、高山市が取り組んだ、又今後取り組まなければならないこと 

は何か 

（ア）景気調査による分析と政策への反映について 

（調査の実態に対して、どの様に政策に反映されるか） 

（イ）災害後の商工観光部の対応について 

（ウ）ゴールデンウイークに対する市の取り組みについて 

（エ）訪日外国人観光客の誘客対策と、海外戦略室の対応施策について 

２．危機管理室の守備範囲・責任・命令系統について 

（災害専用電話の設置について） 

３．地籍調査の現状と今後の対応について 

（ア）現在の進捗状況 

（イ）地籍調査対象面積について 

（ウ）国、県の対応の現状について 

（エ）今年度の調査方法と調査予定地区・予算・負担金について 

（オ）今後の地籍調査の対応と予算について 

（カ）地籍調査の現状と今後について
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【中 田 清 介 議員】（一括） 

１．自治基本条例制定と市民参加の位置づけ並びに政策検討市民委員会について 

（ア）自治基本条例のあり方はどのように想定されているのか 

・議会基本条例先行の中で、市民参加条例・市民活動推進条例なのか行政基本条例 

なのか 

（イ）行政運営の中に市民参加をどう位置づけるのか 

・行政の活動領域と市民参加のあり方 

住民ニーズの把握と政策要望、事前評価、事業評価、行政評価 

（ウ）政策検討市民委員会は具体的に何を担いどう活動をしていくのか 

・委員会の権限、活動領域、構成人員等 

・審議会、モニターとの棲み分け並びに検討結果の施策への反映 

・議会との関係 

２．市長マニフェストにおけるファンドの考え方について 

（ア）どういうイメージでファンドを運営していかれるのか 

・市民協働、市民参加の考え方とファンドのあり方 

（イ）スケジュール等具体的検討に入っているのか 

・芸術文化夢基金、まちづくり夢基金、産業活性化夢基金 

（ウ）運営主体と基金醸成についての方針は 

・行政の立ち位置と事業の継続性、並びに出資・寄付の関係 

・民間・ＮＰＯ等のボランティア活動と運営主体 

３．各種住宅補助制度の波及効果と景気対策について 

（ア）補助制度の経済的波及効果についての検証はされているのか 

・耐震改修、バリアフリー改修、住宅エコ改修、まちなか居住誘導策等 

（イ）住宅エコポイント終了後の補助制度についての考え 

・国の住宅改修ポイント創設の動きと高山市の方針 

（ウ）景気対策としての位置づけ 

・波及効果のある住宅改修助成で政策としての消費喚起へ本腰を
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【藤 江 久 子 議員】（一問一答） 

１．高山市地域防災計画の見直しについて 

（ア）市民ニーズに沿った計画となっているのか（指定避難所など） 

（イ）高山市が孤立した場合、ライフラインは確保できるのか 

（ウ）高齢者、障がい者、女性に配慮した防災計画となっているのか 

（エ）災害対策に関する体制および指令系統は適切なのか 

２．男女共同参画基本計画について 

（ア）高山市の男女共同参画基本計画の進捗状況について 

（イ）男女共同参画はなぜすすまないのか 

（ウ）男女共同参画施策の今後の展開について（男女混合名簿等）
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【谷 澤 政 司 議員】（一問一答） 

１．海外戦略室について 

（ア）ビジョン策定について 

（イ）誘客及び販売促進について 

（ウ）ペルー国ウルバンバ郡との都市提携について 

２．景気対策について 

（ア）公共工事の前倒し発注について 

（イ）土木・建築工事の発注について 

（ウ）電線類地中化事業の推進について 

（エ）ＪＲ駅舎及び自由通路工事に地元業者への発注について 

３．第七次保育園整備計画について 

（ア）民間移譲への進捗状況について 

４．民間の宅地開発について 

（ア）許認可後に発生する山の崩壊など住民の安全問題について 

５．合崎橋（斐太高校前）の架け替えについて
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【今 井 武 男 議員】（一問一答） 

１．火葬場建設について 

（ア）建設計画についての考え方は 

（イ）市民参加による計画の進め方があるのか 

（ウ）市民からの具体的要望はあるのか・・苦情はあるか 

（エ）神岡町松ヶ丘公園斎場について 

２．災害時及び非常時における給水車配備について 

（ア）高山市における過去５年間の断水、災害時の給水体制はどうしていたか 

（イ）先般の高山市における地震被害の状況及び対応策はどうしたのか 

（ウ）高山市水道事業において給水車を早期に購入すべきではないか 

３．観光都市高山における屋根の統一色について 

（ア）平成２０年１２月議会一般質問の答弁後の経過は 

（イ）屋根遮熱塗装補助による色彩をこの機会に統一色にしては
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【島 田 政 吾 議員】（一問一答） 

１．中心市街地活性化基本計画について 

（ア）まちなか定住促進事業、まちなか集合住宅等建設促進事業について 

（イ）まちなか居住推進パートナーシップ事業について 

（ウ）ポイ捨て等及び路上喫煙禁止条例の遵守について 

（エ）自転車利用による移動の促進について 

（オ）商店街リバーフロント整備について 

２．道路に関する新たな取り組みの現地実証実験について 

３．新たな形態の企業誘致について 

４．プレミアム付き商品券の検証と今後の取り組みについて 

５．障がい児福祉、児童サービス事業所、あゆみ学園の現状と課題について
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【若 山 加 代 子 議員】 （一括） 

１．住宅リフォーム助成制度について 

（ア）住宅エコ推進事業の利用状況と経済効果 

（イ）国の制度変更後の市の対応について 

２．防災対策について 

（ア）防災ラジオの普及と全戸無料配布について 

（イ）原子力発電所問題への対応について 

３．貧困問題について 

（ア）市営住宅入居者への対応について 

（イ）今後の対応について
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【山 腰 恵 一 議員】 （一括） 

１．軽自動車税の課税免除について 

２．市営住宅について 

（ア）利用状況について 

（イ）管理修繕のあり方について 

３．高山市の住宅エコ推進補助について
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【中 筬 博 之 議員】（一問一答） 

１．想定外の事態に備えるツールと計画について 

（ア）被災者支援システムの導入について 

（イ）事業継続計画の策定について 

２．バス交通体系の実証運行について 

（ア）利用状況について 

（イ）どう自己評価しているか 

（ウ）これまでの利用実態をどこまで反映したか 

（エ）目標設定について 

（オ）利用者の声をどう反映するか 

（カ）今後の見直しスケジュールについて 

３．公共工事の発注と評価制度について 

（ア）変動型の採用について 

（イ）地元優先発注の考え方について 

（ウ）能力や実績を重視した総合評価制度について 

（エ）工事成績評定の見直しについて 

（オ）データベースとしての評価カルテ作成について 

（カ）業者が、発注者である市を評価する制度について 

（キ）今後の方針について


